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進
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様式 1 

年度 秋田大学大学院先進ヘルスケア工学院  研究指導計画書 

年  月  日 作成 

年  月  日 更新 

学生
フ リ

氏名
ガ ナ

 印 学籍番号 

プログラム名称 入学年度 年度 

所属研究室 研究室 学年 年 

研究題目 

主指導教員 印 副指導教員 印 

指導補助教員 
印 

＊指導補助教員がいる場合は，併記すること。

初年度研究計画：（研究の目的，概要，学会発表・論文作成等に関する年間の研究計画等について，学生が記入） 

初年度研究指導計画：（上記「研究計画」を踏まえ，当該学生を指導する方法，内容，計画等について，主指導教員が

記入） 

※主指導教員（必要に応じて副指導教員・指導補助教員を含む）と学生との間で，予め相談・打ち合わせの上，本計画書

を作成してください。 

※研究の進捗状況等を踏まえ，必要に応じて，計画の見直しを行うことができます。

※記入スペースを適宜拡げ，複数枚で作成・提出しても構いません。
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様式 2 

年度 秋田大学大学院先進ヘルスケア工学院  研究指導計画書 

年  月  日 作成 

年  月  日 更新 

学生
フ リ

氏名
ガ ナ

 印 学籍番号 

プログラム名称 入学年度 年度 

所属研究室 研究室 学年 年 

研究題目 

主指導教員 印 副指導教員 印 

指導補助教員 
印 

＊指導補助教員がいる場合は，併記すること。

前年度までの進捗状況（学会発表・論文作成等の研究実績に関するリストを含む） 

研究計画：（研究の目的，概要，学会発表・論文作成等に関する年間の研究計画等について，学生が記入） 

研究指導計画：（上記「研究計画」を踏まえ，当該学生を指導する方法，内容，計画等について，主指導教員が記入） 

※主指導教員（必要に応じて副指導教員・指導補助教員を含む）と学生との間で，予め相談・打ち合わせの上，本計画書

を作成してください。 

※研究の進捗状況等を踏まえ，必要に応じて，計画の見直しを行うことができます。

※記入スペースを適宜拡げ，複数枚で作成・提出しても構いません。
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フィールドワーク評価票

秋田大学大学院 先進ヘルスケア工学院 

学生氏名

実習部署及び内容

実 習 期 間  年 月 日 ～ 月 日

 （実働 日間）

出 欠 状 況  出日 日  欠日 日

 遅日 日  早日 日

評価  Ａ,Ｂ,Ｃ，Ｄの

   四段階評価

該当しない項目は

空欄で結構です。

項  目 評 価 特 記 事 項

実習成果

積 極 性

理 解 度

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

職場規律

その他，評価に参考

となる御意見

実習担当者

上記のとおり実習したことを証明する。

 年   月 日

 企 業 等 名

 証  明  者

（職名・氏名）   印

※厳封のうえ，実習生にお渡しいただくか，後日郵送願います。

参考）評価のポイント

実習成果  ： 課題への取り組み

積 極 性  ： 自発的な学習，研究，提案など

理 解 度  ： 課題についての理解力

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ： 話し方，周辺の人々とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ，

質問，相談の仕方，報告の仕方

職場規律  ： 規律を遵守したか

(評価基準) 

Ａ：優 

Ｂ：良 

Ｃ：可 

Ｄ：不可 
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デ
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ア
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